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【はじめに】
平成 19年の改正学校教育法の施行に伴い，高等学校においても特別支援教育の必要性が認識され
るようになり（樋口，2009），その実態についての調査も進められている。高橋・内野（2006）は，
首都圏（1都 3県）の高等学校を対象とした調査において，回答のあった高等学校のうち約 25％に発
達障害（軽度知的障害を含む）のある生徒が在籍しており，在籍数が年ごとに増加していることを明
らかにしている。また，野口（2009）は，全国の高等学校を対象とした調査において，回答のあった
1,755校中 998校に支援を必要とする生徒が在籍していることを明らかにし，診断ありと判断された
生徒ではアスペルガー症候群が最も多く，診断ありと判断された生徒のうち 10.4％が該当していたこ
とを報告している。つまり，高等学校においてもアスペルガー症候群の診断を有する生徒が一定数在
籍しており，これらの生徒に対する支援体制の構築が求められている。
近藤・小林・有泉・中嶋・河西・松木・薬師神（2004）は，思春期・青年期における学校不適応や
不登校・ひきこもりを主訴とする相談ケースの中には軽度精神遅滞やアスペルガー症候群を含む高機
能広汎性発達障害といった発達障害を背景とするものが少なくないことを指摘している。また，高
橋・内野・谷田（2007）は，高校中途退学者のなかには発達障害に関わる学校不適応の事由によるも
のも相当数潜在していることを指摘している。また，漆畑・加藤（2003）は，思春期のアスペルガー
症候群を含む高機能広汎性発達障害者の学校不適応について事例研究を行い，対人関係，特に共感性
や他者理解の乏しさといったこの障害の中核的な問題が対人関係上のトラブルを引き起こす要因とな
ることを指摘している。つまり，思春期・青年期を迎えたアスペルガー症候群の生徒は，その障害特
性により学校不適応による中途退学や不登校・ひきこもりといった問題行動を表出する可能性が高い
と考えられる。
思春期・青年期におけるアスペルガー症候群の学校不適応の問題について，齊藤（2009）は，発達
障害の子どもが二次障害を発現しやすい年代は思春期であることを指摘しており，二次障害を子ども
と環境との相互作用の結果であると捉えた。そして，アスペルガー症候群の固執や孤立に対する周囲
の大人（保護者や教師）や子ども（友だちや仲間）からの叱責や攻撃といった否定的反応が彼らの自
信を失わせ，自尊心を低下させ，無力感や空虚感，不安や気分の落ち込みを引き起こし，反抗や暴力，
引きこもりといった行動の問題をエスカレートさせるとしている。また，樋口（2009）は，小・中学
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校に比較して二次障害やその他の要因による困難を示す高校生が多くみられることを指摘し，青年期
の心理や発達について理解したうえでの支援が不可欠であると述べている。つまり，高等学校におい
てアスペルガー症候群の生徒への支援を行う場合に，障害本来の症状や行動そのものよりも，それら
の特性を持つことによって引き起こされた二次障害の軽減や予防といった対応が必要になると考えら
れる。
ところで，二次障害の軽減や予防については，早期把握・早期対応の重要性が指摘されており，滋
賀県立日野高等学校（2008）では，「高校の段階での生徒の実態把握は困難な面も多く，やはり早期
の把握に努めるとともに，早期からの指導・支援が必要」との見解が示されている。安達（2005）は，
早期からの適切な支援があれば思春期適応の度合いが上がることが明らかになったとし，①早期把
握・早期療育を通じた子ども自身の戸惑いや不安の軽減，②「他者との関係性における自分」の良き
イメージ形成に資する体験の必要性を指摘し，本人の特徴に配慮した学校生活を小学校から保障する
ことが重要であると述べている。また，松澤・高橋・田上（2009）は，特別な教育的支援を必要とす
る児童の学級親和に与える要因について検討し，「友だちからの受容」「教師からの支援」が学級親和
にポジティブな影響を及ぼし，「友だちからの排斥」がネガティブな影響を及ぼすことを明らかにし
た。つまり，アスペルガー症候群の生徒の思春期適応は，児童期における他者との関係性における良
好な自己イメージの形成や友人や教師といった他者からの受容体験がえられるような，早期把握・早
期療育により一定程度よくなることが考えられ，そのような体験によって二次障害の様相が異なる可
能性が考えられる。
奥野（2009）は，学校現場でのアスペルガー症候群等の発達障害児への支援について，二次障害が
表面化している時点では，発達障害の認知特性への対応よりも情緒面への支援が重要となると述べて
いる。また，山本（2005）は，アスペルガー症候群等の発達障害児への心理・教育支援を実施する場
合，「個人と環境との相互作用」という点からアプローチすることが最も大切であると述べており，
問題行動は，それが出現しないように予防的に対応することの有効性を指摘し，問題行動が出現した
場合には，環境とのネガティブな相互作用の中で悪循環に陥る前に，できるだけ早期に適切な対応を
とることの必要性を指摘している。さらに，安達（2005）は，思春期のアスペルガー症候群等の軽度
発達障害生徒への対応について，学校でのトラブルに対しては，トラブル状況の成り立ちをていねい
に説明し，そこでの適切な振る舞いを一緒に考え，本人なりの行動目標を明確化するといった認知行
動療法的なかかわりが必要であると述べている。つまり，他者とのコミュニケーションの困難さなど
の障害特性による失敗体験や傷つき体験によって引き起こされる二次的な障害を表出する生徒への支
援においては，障害特有の認知特性への対応よりも情緒面の安定を目的とした対応が優先され，当該
生徒にとって無理のない環境設定を行い，実現可能な目標設定をし，行動化を促すといった行動調整
支援を行うことが有効となると考えられる。
以上より，本論では，高等学校の部活動での対人関係トラブルをきっかけに学校不適応傾向を示し
たアスペルガー症候群の診断のある女子生徒に対する環境調整および行動調整支援を行うことにより
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二次障害として表出した学校不適応感を軽減し，当該生徒の希望である短期大学への進学支援を行っ
た実践について報告する。
【事例の概要】
1．対象生徒の問題の概要
私立 B 高校の 3年生，17歳の女子生徒である。家族構成は，父，母，妹の 4人家族である。養護
教諭からの報告によると， A子は小学校時代にアスペルガー症候群の診断を受けていたため，学校生
活での配慮をお願いしたいと，入学時に保護者より申し出を受けた生徒である。申し出を受けた際に，
学校への申し送りは医師の助言によるものであること，A子の小学校時代の担任は特別支援教育への
理解があり，専門機関との連携や保護者の障害受容に積極的であったこと，その担任の勧めにより小
学校高学年の頃に専門機関での療育を受けたことで，A子の対人トラブルなどの問題行動は減少した
こと，中学校は 3年間通常学級に在籍し，部活動にも参加していたことなどの報告を受けていた。高
校生活においては，友達が多いとは言えず集団活動場面でのマイペースな行動は見られたが，1年時
から在籍する福祉科や吹奏部では周囲の生徒の理解もあり，大きなトラブルもなく過ごすことができ
ていた。また，体調不良以外で保健室を利用したり，相談室を利用したこともなかった。そのため，
担任や養護教諭から見ても，対人関係面での苦戦は少ないと判断されていた。しかしながら，苦手科
目など嫌だと思ったことは回避する傾向があり，好きなことだけにこだわってしまい，苦手科目の提
出物などは後回しにして結局提出できないなど，学習面ではやや苦戦が見られると判断されていた。
2．援助開始までの経緯
20XX年 5月中旬に，A子が部活動でのトラブルをきっかけに学校に行きたくないと話しているた
め，B高校のスクールカウンセラー（以下，SCと表記）である報告者に対して，養護教諭より個別
面接の依頼があった。報告者は学校心理士資格や教育カウンセラー資格を有するカウンセラーであ
り，心理教育的な援助を専門としている。A子は，ゴールデンウィーク明けに部活動を無断欠席した。
そのことについて部活動の顧問や部員から指摘されたことをきっかけに，さらに無断欠席を続けてい
た。吹奏楽部では 7月に大会も控えていたため，部活動顧問や部員を集めて，A子と話し合いをした
いと考え，そのことを A子に伝えたところ，A子は話し合いを拒否し，もう学校にも行きたくない
と保護者に訴えているとのことであった。そこで報告者は，報告者の来校日の A子が授業をすべて
終えた放課後に個別面接を行うこととした。
3．教育援助の経過の概要
A子に対する心理教育的援助の実践を 3つの段階に分けて報告する。
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1）第 1段階　20XX年 5月中旬～ 6月上旬　「リレーションづくりとアセスメント実施」の時期
初めて面談をした 5月中旬から 6月初旬までの期間で，アセスメントとリレーション形成を行った。
5月中旬から週 1回，計 3回の面接を，放課後に行った。
（1）心理アセスメントの目的
養護教諭，担任からの報告によると，A子が学校に行きたくない直接的な要因として考えられるの
は，部活動での顧問や部員との対人関係である。また，部活動の活動そのものにも，A子が参加した
くないと感じる要因があり，嫌なことを回避するという A子がストレスを感じた際の行動パターン
により無断欠席が続き，顧問や部員との関係に不和が生じてしまったことも疑われる。その点を踏ま
え，報告者は，A子の部活動参加を妨げている要因について，活動そのものと部活動内の対人関係，
さらに部活動内外の対人関係場面において，他者との関係性に不和が生じた際の A子の行動パター
ンに焦点を当ててアセスメントを行うこととした。
（2）心理アセスメントの方法
アセスメントは報告者が実施した。その方法は，①面接法および観察法，②養護教諭，担任，部活
動顧問からの報告に基づいて総合的に判断した。面接法，観察法を採用した理由は，A子は初回面接
後，毎週相談室に来室し，現在の悩みや過去の学校生活の様子等について，あまり抵抗なく話してい
たため，A子自身の気持ちを聞き取ることが可能であると判断したためである。また，A子との会話
の様子から，他者とのかかわりにおける特徴等の行動観察も可能であったためである。養護教諭，担
任，部活動顧問からの報告を採用した理由は，高校入学前の様子や保護者とのかかわり，医療機関と
の連携の状況，報告者が勤務する以前からの学級や部活動での様子等，A子の様子を多面的に把握す
ることができると考えたためである。
（3）アセスメントの結果
　①面接法および観察法から
A子は，初回面接時，報告者が挨拶や自己紹介をすると同じように挨拶や自己紹介を返してくれる
など，初対面の報告者に対して特に抵抗を示す様子は見られなかった。会話の最中に目が合うことは
なかったが，部活動を休んでいることやその理由等についても，報告者の質問に抵抗することもなく
話をすることができた。A子は所属する吹奏楽部について，本当は中学の時に入っていた管弦楽部に
入りたかったのだと話した。A子の第一志望校は管弦楽部のある県立 C高校であったが，受験に失
敗してしまったため B高校に入学したこと，B高校には管弦楽部がなかったので仕方なく吹奏楽部
に入部したことを話した。現在吹奏楽部でやっているパーカッションも好きだが，本当はヴァイオリ
ンをやりたいのだと話した。部活動を休んでいることについては，一度体調不良で部活を休んだ時に
顧問や部長からそのことを厳しく責められ，パーカッションのパートを後輩に交代すると言われたた
めだと話した。報告者が部活を休んだ時に顧問や部長に報告したのかを確認すると，「言わなかった」
とのことだったため，「無断で欠席するとみんなも心配するし，一言伝えておくとよかったのではな
いかな」と伝えると，A子自身もそう思うとのことだった。そして，7月の大会が最後なので，最後
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の大会には出たいと思っていることも語られた。そこで報告者は，「顧問の先生に事情を話してきち
んと謝罪すれば，わかってもらえると思うよ」と話し，一緒に顧問や部長に話をしに行くことを提案
したが，A子は，「顧問には会いたくない」「みんなも私のことを悪く言っていると思う」「部活には
行きたくない」と涙を流して拒否した。一方で，翌週になると悩んでいたことをすっかり忘れたよう
に雑談を始め，部活動のことを聞くと「そんなこともあったね」等と拍子抜けするような発言をする
場面も見られた。
これらのことから，A子は，些細な報告ミスについて，顧問や部長に注意を受けたことにより，部
活動内での他者からの評価を気にしており，7月の大会に出たいという思いを抱きつつも，本来自分
がやりたかったのは管弦楽であると合理化することで，吹奏楽部に戻らない理由を自分自身にも納得
させようとしていることが推測された。また一方で，ストレス場面を回避して一定時間が経過すると，
問題そのものを忘れてしまい，何事もなかったように生活を続けていくことを繰り返していることか
ら，自己の問題に直面化できない可能性が推察された。
　②養護教諭，担任，部活動顧問の報告から
養護教諭より，A子の入学前の様子や入学時の保護者からの申し送りや医療機関との連携に関する
情報ついて報告を受けた。それによると，A子は小学校時代にアスペルガー症候群の診断を受けてお
り，小学校高学年時には，当時の担任の勧めで専門機関での療育を受けながら，通常学級に在籍して
いた。中学校時代も通常学級に在籍し，B高校には一般入試に合格して入学した。また，A子の保護
者は，療育を終えた後も A子の診断を行った医師から A子への関わり方について助言を受けていた。 
そのため，B高校入学時にも医師からの進めもあって学校への申し送りが行われ，学校側も可能な範
囲で A子の特性に合わせた配慮を行っていた。実際に，高校 2年間は時折対人関係トラブルはある
ものの，特に不適応傾向は見られず，保健室を利用することもほとんどなかったとのことだった。
担任より，学級での A子の様子について報告を受けた。A子は，B高校の福祉科に在籍しており，
3年間クラス替えがないため，同じメンバーと学校生活を送っていた。親友のような友達はいないが，
クラスメイトも A子の特性を知っており，職場実習等では A子をフォローしながら動いてくれるク
ラスメイトもいたという。ただし，A子は好きなことには熱心に取り組むが，苦手なことは回避する
傾向があり，学習場面では苦手教科の提出物が出ない，グループ活動で他の生徒に任せきりにしてし
まうといった様子も見られたため，時折他の生徒から苦情が出ることもあった。将来は介護福祉士に
なりたいことから，B高校の系列短期大学への内部進学を希望していた。9月に面接試験を控えてい
るが，学業成績が内部推薦の規定ぎりぎりであり，欠課時数や定期テストの結果については A子に
もこれ以上落とせないこと，課外活動である部活動への参加は進学の際に有利になることを伝えてい
るとのことだった。A子自身も，担任に対して，進学に向けてがんばっていきたいとの意欲を示して
いるとのことだった。
部活動の顧問より，吹奏楽部でのトラブルについての状況を確認した。それによると，A子が無断
欠席したことについては指導したが，A子が捉えているほど頭ごなしの厳しい指導をしたわけではな
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かったとのことであった。部長や幹部の生徒の対応についても，7月の大会に向けてナーバスになっ
ているところはあり，他の部員への影響も考慮して A子に話をしたものの，A子がそこまで傷つい
ているとは思っていなかったとのことであった。
これらのことから，A子はその障害特性により，時折集団活動場面で自分本位と受け取られるよう
な行動をしてしまうために対人関係トラブルに発展することがある。また，自分の苦手なことや嫌な
ことに取り組む場面では集団生活のルールを守れないことがあり，それを周囲の他者から指摘される
と，他者からの非難を過度に受け取ってしまう傾向があることが推測される。しかしながら，これま
で不登校等の問題行動の表出に至ることなく通常学級に在籍できていたことは，義務教育段階におい
て学校適応を促すために行われた手厚い対応や細やかな環境調整によるものであることも想定され，
A子自身に他者との関係調整を行うスキルは必ずしも定着していなかった可能性が推測される。そし
てその結果として，学校生活の様々な場面で自己判断に基づくより自律的な行動が求められる高等学
校においては，A子は集団活動場面で適切な行動をとることができず，対人関係トラブルとして問題
が顕在化した可能性が推察される。
　③総合的判断および心理教育的援助の方針と計画
報告者のアセスメントをもとに，SCである報告者，養護教諭，担任，部活動顧問との話し合いの
結果，次の 2点を教育目標とした。まず，対人関係トラブルにより二次障害を表出していると考えら
れる A子の情緒面の安定をはかることである。具体的には，A子の不適応感を高める要因となって
いる部活動については，A子が拒否感を強めている現時点で直面化させることは難しいと判断したた
め，無理に参加させないことで A子の不安を喚起しないよう環境調整し，登校して授業に参加する
ことを優先させることである。次に，A子が意欲的に取り組めると考えられる進学希望を叶えるため
の行動計画を一緒に考え，A子に自己選択させることにより行動調整支援を行うことである。特に，
A子の嫌なことや苦手なことを回避する傾向は今後集団生活を送る上でもトラブルにつながりやすい
問題であると考えられたため，A子には部活動に行かない場合には 7月の大会には出られないこと，
部活動を辞めることは進学にはマイナスの影響がある可能性も伝えることとし，そのうえで部活動の
継続，休部，退部については自分の意志で選択させて，部活動顧問に自分で報告させることにした。
また，このことについては，担任より保護者にも状況を伝え，A子の選択の相談に乗ってもらうよう
依頼することとした。併せて，保護者を経由して学校での A子のアセスメントおよび対応方針が相
応しいものであるかを医師に確認してもらい，アセスメント，対応方針ともにおおむね適切であると
の医師の判断を得た。上記の内容について，A子には担任から学校の方針を伝えてもらうこととし，
SCである報告者は，A子に対する継続的なカウンセリングを通して A子を励ましながら，進学目標
の達成を支援することとした。
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2） 第 2段階　20XX年 6月中旬～ 9月下旬　「リレーションの深化と A子の選択および入試への不
安に対するサポート」の時期
この段階は，6月中旬～夏休み前の期間で，A子との放課後の個別面接を通して，報告者と A子が
リレーションを深めるとともに，A子の部活動に関する選択および目標設定をサポートした時期であ
る。この段階では，計 4回の面接を行った。
A子は，6月中旬の面接で「部活を辞める」と話した。「担任から無理に続けなくてもいいと言わ
れたから」とのことであった。報告者は，「7月の大会に出られなくてもいいの？」「推薦入試にもマ
イナスになるかもしれないと聞いたけれど，大丈夫？」と部活動を辞めることへのリスクについて確
認した。A子は「今さら行きづらい」と話し，推薦入試については「期末試験をがんばってよい成績
をとれば大丈夫だと思う」と語った。「お父さんやお母さんには相談したの？」と保護者の気持ちを
尋ねると，「これまでがんばってきたのだから，進学に少しでもマイナスにならないように，せめて
休部にすればいいのに」と言われたとのことだった。報告者は，「お父さんやお母さんが言うように，
これまで 2年間がんばってきたのだし，休部にして籍を残すのも 1つだと思うよ」と提案したが，A
子は「だってそれだとまた行かなきゃいけないでしょ」と言って拒否した。報告者は，A子にとって
吹奏楽部に籍を残すことは，いずれ吹奏楽部に戻らなければならない日が来るのではないかという不
安の喚起につながるのだと感じ，情緒の安定をはかるための環境調整が必要であると考えた。そこで
報告者は，「本当に退部することでいいんだよね？」と確認し，「部活を辞めたら，どんな風に生活し
ていこうと思っているの？」と今後の見通しについて A子に確認した。すると A子は，「9月の推薦
に合格できるように勉強をがんばる」「苦手な数学で赤点を取らないようにがんばる」「面接の練習を
がんばる」と話した。報告者は，A子の決意が固いことを感じ，養護教諭，担任，部活動顧問に状況
を報告した。4名での話し合いの結果，翌週のカウンセリングの時間に，報告者と A子で部活動顧問
のところに退部の報告を行うこととなった。また，学習支援や進路支援における補習や面接指導につ
いては，A子と考えた行動計画を担任に報告し，教科担当や進路指導部に情報を共有してもらうこと
とした。翌週A子は，部活動顧問のもとに向かう途中，表情がこわばり，足がすくんでいる様子であっ
た。A子は，部活動顧問の前では，顔が歪み，今にも泣き出しそうな表情ではあったが，「部活を辞
めます」と伝えることができ，顧問からも承諾を得ることができた。A子は相談室に戻ると，それま
での表情が一変し「あー，すっきりした」とくつろいだ様子で話し，その後は好きなお菓子の話や飼っ
ているウサギの話を時々笑いながら語った。報告者は A子の切り替えの早さに驚き，今後の行動計
画を遂行できるのか心配になったが，同時に A子の部活動に対する不安の高さを感じ，「がんばって
報告に行くことができてえらかったね」と賞賛した。
部活動を辞めてからの A子は，「学校に行きたくない」という発言はしなくなった。A子はテスト
前を除いて相談室に来室し，テストの結果や面接練習について報告すると，中学時代の修学旅行の
ことや仲の良かった友人とのエピソード，家族や親戚の話等を語った。報告者は，A子の自己開示が
徐々に内面的になり，報告者とのリレーションが深まりつつあることを感じた。また楽しかった出来
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事について話すことで推薦入試への不安を打ち消そうとしているように感じたため，A子の話に一喜
一憂しながら会話をし，さらに情緒の安定をはかるよう心掛けた。
9月下旬の面接で，A子は内部推薦入試に合格したことを報告してくれた。A子はほっとしたよう
な表情を浮かべながらも，「残りの高校生活をがんばらないと推薦を取り消されてしまうかもしれな
い」と語り，卒業できるようにがんばりたいとの決意を語った。報告者は，課題達成のために努力し
たことを具体的に評価し，「これまで通りがんばれば大丈夫だと思うよ」と A子を励ました。
3） 第 3段階　20XX 年 10 月上旬～ 20XX+1 年 1月下旬　「高校卒業および進学後の生活への不安
に対するサポート」の時期
この段階は，夏休み明けから学年末試験が終わる翌年 1月下旬までの期間で，高校卒業への不安や
進学後の生活への不安について，サポートを行った時期である。この時期には，A子が放課後来室し
た際に，計 10回の面接を行った。
A子は，10月以降の面接では，まず始めに学業成績に対する不安やこのままでは進学が取り消さ
れてしまうのではないかといった不安について語ることが多かった。学業成績については，「テスト
で赤点を取ったらどうしよう」と心配してテストの度に一喜一憂したり，「テストがうまくいっても
提出物を出すのが苦手だから，提出物を出せずに単位をもらえないかもしれない」等の不安があるこ
とを来室するたびに語っていた。一方で，「赤点がなかった」「リーディングの提出物をきちんと提出
できた」等の報告があった際には，「今日は順風満帆な1日だった」等の発言が見られることもあった。
報告者は，A子の報告に対して，A子ができたことに注目して賞賛したり励ますことで，A子の適応
行動を強化するよう努めた。
また，進学については，「早く短大生になりたい」「進学したい」と希望を語る一方で，「短大生に
なる実感がわかない」「短大での 2年間の学校生活を暮らしていけるのかな」といった進学後の生活
に対する不安について語ることも多かった。報告者が，「どんなことが心配なの？」と聞くと，「ちゃ
んと朝起きられるか」「ちゃんと大学にたどり着けるか」「管弦楽部に入れるか」「どこでアルバイト
をするか」といった内容が挙げられた。報告者は，A子は学習面の不安というよりは，新たな環境に
適応できるかといった漠然とした不安を抱いていることを感じ，大学のキャンパスへの行き方や部活
動のことを一緒に調べて A子の不安を軽減する，報告者の学生時代のアルバイトについて話をする
ことで，A子が短大生活について具体的なイメージを持てるようなモデルを示すなど，情報的サポー
トを行うことにより，行動調整を促した。
さらにこの時期，A子は中学時代の友人関係や教師との関係について話すことが増えた。その中で，
中学時代に仲の良かった友人がいるが，今は相手が忙しくて遊べないと話した。また，B高校にも友
達はいるが，学校外でも遊びに行けるような仲の友人はいないことが語られた。報告者が，「最後に
仲の良い友達と遊んだのはいつ？」と尋ねると，「去年の部活の同窓会の時かな」と，中学時代の同
級生が集まる公式行事を上げた。そして，休日は 1人で出かけることが多いこと，1人で行動するこ
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とが多いことについては，趣味や好きなものが合う友人が少ないし，自分はそういうタイプだと笑っ
て話す反面，「先生（報告者）と一緒に遊びに行くのはだめ？」と聞いてくるなど，1人でいること
に寂しさを感じている様子もうかがわれた。報告者は，A子の語るエピソードから，A子にとって支
えとなっている中学時代の友人関係は，表面的でその場限りの関係にとどまってしまっている可能性
を感じた。しかし，現時点で A子はそのことに直面化できず，時間の経過とともに「楽しかった思
い出」に認知を修正することで情緒の安定を保っているように感じた。そして，そのような対人関係
形成・維持の難しさが，A子の進学への漠然とした不安を助長するものとなっているようにも感じら
れたが，この問題に A子が直面化するにはさらなる長期的な支援が必要と考えられたため，本事例
においては進学後の適応を促す行動調整支援にとどめることとした。
4）終結
A子が春休みに入る 1月末に終結の面接を行った。A子は，高校生活について最も思い出深いのは
「国体でプラカードを持って入場行進を手伝ったこと」だと話し，楽しかった思い出を中心に語った。
相談室についても「好きな話ができて楽しかった，今日で終わりなのは寂しい」と語り，「高校生活
でつらかったことはなかった」と話した。報告者が「部活動は？」と尋ねると，すっかり忘れていた
というような驚きの表情を浮かべ，「大変だった」と答えた。嫌だったことよりも楽しかったことに
焦点化して笑顔で語る A子の様子から，報告者は A子自身が抱える根本的な問題には未だ直面化で
きずにいることを感じたが，一方で，直面化しないことが A子に情緒の安定をもたらしていること
を感じた。3月の A子の卒業により，終結となった。養護教諭からの報告によると，A子は 4月以降，
系列短期大学で希望の進路に向かって勉学に励んでいるとのことだった。
4．考察
1）アスペルガー症候群の生徒への高等学校における学校不適応への支援のあり方について
小宮山・近藤（2009）は，二次障害として表出する不登校やひきこもりへの支援においては，対人
関係における違和感，被害感，不快感，不安感を抱えていることが多いため，本人が少しでも安心
して過ごせるような環境の調整や支援関係をつくることが重要であると述べている。また，近藤ら
（2004）は，アスペルガー症候群の生徒が社会的孤立を経験しているときには定期的な個人面接が重
要であることを強調し，まずは本人の話に耳を傾けることを重視し，次のステップとして個々のケー
スの得意と不得意を把握したうえで，自己評価が高まるような得意な課題から少しずつ不得意な課題
にも取り組んでもらうようなソーシャルスキル・トレーニングやアクティビティを実施している。
本事例においては，A子が登校を渋る発言をした段階で，部活動における対人関係での苦戦につい
て養護教諭，SCが聞き取りを行い，A子の不安を高め学校適応を阻害する要因となっていた部活動
への参加を見合わせることにより，A子が安心して登校できるよう環境調整を行った。そのうえで，
A子自身の自己評価を高め，登校を促進するために，A子自身にとっても差し迫った課題であり，取
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り組む意欲のあった進学目標の達成に焦点を当て，進路希望を達成するために必要なことを明確に伝
えて行動計画を立て，A子自身がどうしたいのかを自己選択させる行動調整支援を行った。本事例に
おける A子への対応は，心理教育的援助における予防的な援助の枠組みに沿ったものであり，医療
行為や心理臨床的な援助などアスペルガー症候群の生徒への特別な対応ではなかったが，A子のもつ
アスペルガー症候群特有の認知パターン等の特性を加味して行われた対応であった。まずは二次障害
の表出にかんがみ，情緒を安定させることを優先し，そのうえで，A子が課題に取り組むうえで心理
的負担の少ない課題を設定し，取組んだ内容を評価することで段階的に適応行動を強化していったこ
とが，A子の不登校を予防し，進学希望を達成することにつながったのではないかと考えられる。学
校現場における援助として，アスペルガー症候群の生徒のための特別な対応ではなく，他の生徒にも
汎用可能な対応の枠組みを用い，そこに障害特性を加味した対応を行うことによって一定の効果が得
られたことは，高等学校でインクルーシブ教育を進めていく上でも，意義があるものと考えられる。
2）思春期適応に関わる早期把握・早期療育について
安達（2005）は，軽度発達障害の思春期適応には前思春期までの適応状態が関連しているとし，発
達障害の早期把握・早期療育を通じて，子ども自身の戸惑いや不安を少しでも軽減していくことの必
要性を述べている。そして，「他者との関係性における自分」のよきイメージ形成に資する体験を子
どもが積み上げるための支援が思春期適応の鍵となると述べている。
本事例においては，A子は小学校高学年の時期に療育を受けた経験をもち，小学校時代の担任や中
学校時代の友人関係について，ポジティブな自己イメージを形成していたと考えられる。そしてその
ことが，A子の高等学校における学校適応感を支え，A子自身の情緒の安定性を保つことに寄与して
いたという点で，二次障害の表出をある程度抑制していたとも考えられる。そして，不適応行動が表
出した際にも，早い段階で情緒の安定がはかられたことにより，その後の行動調整支援につなげるこ
とができたと考えられる。
一方で，A子が義務教育段階で受けた学校不適応を予防する環境調整等の手厚い支援においては，
高等学校や大学，社会において適応していくうえで求められる，他者との関係調整や集団適応に必要
なスキルを自己判断に基づいて発揮することができるといった自律的な行動の定着は十分ではなかっ
た可能性が推察された。特別支援教育の推進に関する調査研究協力者会議高等学校ワーキング・グ
ループ（2009）においては，アスペルガー症候群等の発達障害のある生徒へのキャリア教育・職業教
育について，高等学校段階においては，生徒の社会生活や企業就労に向けた適応力を高める観点か
ら，コミュニケーション能力，対人関係構築力などの社会生活上必要なスキルが身についていないと
いった課題に対応した適切な指導や支援を行うことの重要性を述べている。つまり，高等学校におけ
る SCや教育相談担当に求められる役割として，当該生徒が学校不適応に陥らないための環境調整支
援だけでなく，自己判断で適応的な行動を選択できる力を段階的にトレーニングしていくといった現
実場面に即した行動調整支援が求められると考えられる。
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